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Ｖｉｌｌａｇｅ　Ｅｖｅｎｔ　　　 村のできごと 村のできごと 

４/２１　人権擁護委員表彰
～仙台法務局長表彰・青森県地方法務局長表彰～

６/１　災害時における飲料の確保へ！

６/４　小田野沢地区で草刈作業！６/８　中学3年生に村のPR方法を講話

むつ人権擁護委員協議会総会において、笹竹慶子

氏（石持）が仙台法務局長表彰、沢田要一氏（砂子又）

が青森地方法務局長表彰を受賞しました。

これは、長年にわたり、人権擁護委員として、国

民の人権擁護と人権思想の普及高揚に貢献してきた

功績が認められたものです。

この度、東通村は風間浦村と合同で、“みちのくコ

カ・コーラボトリング㈱”と『災害時における飲料

の供給に関する協定締結式』を役場庁舎にて行いま

した。

これは、東通村内での大規模な地震、風水害等に

よる災害発生時に行う支援協力に関し、必要な事項

を定めたものです。

昨年の大雨による甚大な被害などを受け、災害時

の飲料の確保がどれだけ難しいことかを学び、今回

の協定締結に至ったものです。

東通村は今後も、災害に強い村づくりを目指します。

この度、小田野沢地区で部落会の方々が集まり、

集会所周辺、墓地周辺の草刈作業を行いました。

夏が近づき、気温が上がり草木が伸びており、部

落会の方々とその他関係者の方々が早朝から作業し

ました。

今回は、小田野沢部落会から写真を提供いただき

ました。

東通中学校で行われた『東通科』の一環で、村の

政策アドバイザーを務める小寺将太さんが“村のＰＲ

方法について”という題で、３年生を対象に講話を

行いました。

東通村の魅力をどのようにして発信していけば、

村外の人に知ってもらい、興味を持ってもらえるだ

ろうという内容で「東通村は他の人から見たら、ど

こにでもある村と思われているかもしれないが、ＰＲ

の仕方次第で新しい価値が生まれるということを覚

えておいてほしい」と話し、生徒たちは、話に耳を

傾けながら必死にメモを取っていました。
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